
10
第７８号�

主
な
記
事

�特集　真庭の秋を楽しむ　　　���～
�市政トピックス　　　　　　　���～
�お知らせワイド版　　　　　　���～
�まにわが好きっ読者の広場　　���～
�研鑽に栄誉　　　　　　　　　���～
�ぐるっと真庭まちの話題　　　���～

��月月����日、北房文化センターで開催された敬老会の日、北房文化センターで開催された敬老会の

アトラクション。文化協会の皆さんの踊りや歌などアトラクション。文化協会の皆さんの踊りや歌など

で盛り上がりました。整った姿勢、ピンと伸びた指で盛り上がりました。整った姿勢、ピンと伸びた指

先、稽古の成果を存分に発揮されました。これから先、稽古の成果を存分に発揮されました。これから

文化の秋、市内各地で文化祭などのイベントが開催文化の秋、市内各地で文化祭などのイベントが開催

され、舞台を華やかに彩ります。され、舞台を華やかに彩ります。
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芸術が花咲き�
心躍る季節�

さあ出かけよう�

Maniwa ��

�）蒜山で植栽されている備中漆　

�）風に揺れるのれんが美しい勝山の町並み保存地区

�）制作途中の郷原漆器。真ん中の手作りの風合い

のお椀は、昨年の国文祭参加者の作品です　

�）自然石の曲線を残す高田硯　

�）旧遷喬尋常小学校、まにわ漆展では講堂に書や

花、家具などが展示されます。　

�）旧岡野屋旅館、写真は昨年開催されたアート展

のものです　

�）勝山の竹細工、竹を巧みに組み合わせます

��������	
��
��������

���������	
��
������

�����������	
��
���

��������	
��
�

���������	
��
���

�

���

�

�

�

��������



���Maniwa

　

第
�
回
お
か
や
ま
県
民
文
化
祭

で
は
、
県
内
各
地
で
地
域
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し
ま
す
。
真
庭

で
は
勝
山
を
舞
台
に
、
暮
ら
し
と

ア
ー
ト
の
融
合
を
テ
ー
マ
に
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
勝
山
文
化
往

来
館
ひ
し
お
を
メ
イ
ン
会
場
に
し

て
、
勝
山
の
ま
ち
の
至
る
と
こ
ろ

で
ア
ー
ト
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
若
手
作

家
に
よ
る
ア
ー
ト
と
ク
ラ
フ
ト
の

展
覧
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、見
ど
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

文
化
薫
る
ま
ち
、勝
山
で

若
手
作
家
の
ア
ー
ト
に
触
れ
る

真
庭
の
職
人
が
織
り
な
す

ア
ー
ト
作
品
展

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
あ
っ
晴
れ
！

お
か
や
ま
国
文
祭
」
の
美
術
展
入

賞
作
品
を
中
心
に
、
真
庭

の
伝
統
工
芸
品
を
展
示

す
る
ア
ー
ト
作
品
展
で

す
。
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
に
認

定
さ
れ
て
い
る
郷
原
漆
器
や
高
田

硯
、
勝
山
地
域
に
伝
わ
る
竹
細
工

な
ど
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
期
間
中

に
は
実
演
も
行
わ
れ
、
一
つ
の
石

や
木
が
作
品
に
仕
上
が
る
様
子
を

見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
職
人
の

手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
器
や
硯
か

ら
は
、
地
元
の
素
材
を
活
か
し
て

き
た
先
人
た
ち
の
知
恵
や
努
力
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。　

日
�
と　

��

��

日
�
に
は
、
竹
細
工
制
作
者
の
平

松
幸
夫
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

地
元
の
職
人
た
ち
の
高
い
技
術
と

作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ま

た
と
な
い
機
会
で
す
。
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

����������������
��������������：��～��：��
（��日は��時まで）

会場：真庭市蒜山振興局
■問 真庭市生涯学習課 ℡����-��-����

郷原漆器に高田硯、勝山竹細工
真庭を代表する伝統工芸品を展示

勝山の竹細工を作る平松幸夫さん（勝山）

ワークショップでは、希望者の皆さんに

竹細工づくりを体験していただきます。

是非チャレンジしてみてください

高田硯作者の中島石真さん（勝山）

代表的な硯のほかに高田石を使った小物

なども展示。キメ細かな高田石の作品を

手にとってみてください。会場では実演

もします（実演は土日の予定）

勝山文化往来館ひしおの高本敦基さんと井原明美さん

ここ旧岡野屋旅館でもアート空間をお楽しみただけます

���������������	�
�������
��	
��������������：��～��：��

※�����は作品メンテナンスのため休み

会場：勝山町並み保存地区、新町商店街他
■問 �����������	
���
��実行委員会 ℡����-��-����

おかやま県民文化祭
地域フ ェステ ィ バル

［ リ ビング  イン  アーツ  プロジェクト ］

郷原漆器

（国文祭入賞作品）
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食
や
美
術
を
通
じ
て

漆
の
あ
る
暮
ら
し
を
再
発
見
！

������
�������������
会場：勝山文化往来館ひしお、旧遷喬尋常小学校、十字屋迎賓館
■問 まにわ漆展実行委員会（ひしお内）℡����-��-����

　

古
来
か
ら
日
本
で
伝
え
ら
れ
て

き
た
漆
の
美
し
さ
や
機
能
性
、
そ

の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
市
内
�
カ
所
の
会
場
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
凝
ら
し

た
展
示
で
漆
の
あ
る
暮
ら
し
を
提

案
し
ま
す
。
期
間
中
に
は
講
演
会

や
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
�
会

場
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開

催
さ
れ
る
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で

す
。
ア
ー
ト
な
漆
空
間
を
存
分
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
勝
山
会
場

　

勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し
お
を
舞

台
に
し
て
、
郷
原
漆
器
の
各
種
作

品
を
展
示
。
現
存
す
る
江
戸
末
期

の
漆
器
や
漆
器
制
作
用
具
、
漆
の

木
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

��

郷
原
漆
器
の
作
家
・
�
月
国
光
さ

ん
ら
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、
器

と
こ
だ
わ
り
の
食
材
を
使
っ
た
真

庭
ブ
ラ
ン
ド
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
が

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、　

日
と　

��

��

日
に
は
中
庭
で
木
地
づ
く
り
体
験

も
で
き
ま
す
。

■
久
世
会
場

　

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
は
、
漆

と
花
、
書
の
ア
ー
ト
作
品
や
漆
家

具
を
展
示
。　

日
に
は
、
久
世
エ

��

ス
パ
ス
ホ
ー
ル
で
漆
芸
家
・
山
口

松
太
氏
、
漆
芸
研
究
家
・
北
川
美

穂
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
落
合
会
場

　

十
字
屋
迎
賓
館
（
鹿
田
）
を
会

場
と
し
て
、
漆
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

展
示
と
販
売
を
行
い
ま
す
。　

日
��

に
開
催
す
る
朗
読
会
で
は
、
漆
の

美
し
さ
を
描
い
た
谷
崎
潤
一
郎
の

随
筆
な
ど
を
語
り
ま
す
。
ま
た
、

　

日
、　

日
の
�
日
間
、
漆
器
を

��

��

使
っ
た
食
の
提
案
事
業
も
行
い
ま

す
。（
要
予
約
）

勝山文化祭
勝山文化センター

【展示の部】
 ��月�日�～�日�

【発表の部】
 ��月�日�

美甘文化祭
美甘支局多目的ホール他

【展示の部】
 ��月��日�～��日�

【発表の部】
 ��月��日�

湯原文化祭
湯原ふれあいセンター

【展示の部】
 ��月��日�～��日�

【発表の部】
 ��月��日�

蒜山文化祭
八束コミュニティセンター、
八束老人福祉センター

【展示の部】
 ��月��日�～��日�

【発表の部】
 ��月��日�～��日�

●展覧会
　��/��―��
　郷原漆器
●企画
　��/��
　オープニング
　・トーク
　・パーティー
　��/��-��
　木地づくり体験

勝山文化往来館ひしお（勝山会場）

●展覧会
　��/��―��
　書・花・漆家具
●企画
　��/��
　講演会
　・山口松太
　・北川美穂

旧遷喬尋常小学校（久世会場）

●展覧会
　��/��―��
　漆アクセサリー
●企画
 　��/��
　朗読会
　��/��―��
　漆器で食する
　イタリアン

十字屋迎賓館（落合会場）

市内ギャラリーで漆をアート展示
漆芸の魅力を堪能できる

��������
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一
般
的
に
漆
器
と
い
え
ば
、
装

飾
を
あ
し
ら
っ
た
高
価
な
も
の
を

想
像
さ
れ
ま
す
が
、
蒜
山
の
郷
原

漆
器
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
普
段

使
い
の
器
で
す
。
本
来
、
器
と
は

日
常
生
活
の
中
で
気
軽
に
使
い
こ

な
す
も
の
。
そ
し
て
、
漆
器
に
は

使
い
込
む
ほ
ど
ツ
ヤ
が
出
る
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
作
る
の
は

当
然
職
人
で
す
が
、
最
後
の
仕
上

げ
（
ツ
ヤ
出
し
）
を
す
る
の
は
使

っ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
、
と
も
い

え
る
で
し
ょ
う
。
ガ
ラ
ス
や
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
器
に
は
な
い
楽
し
み

が
あ
っ
て
、
暮
ら
し
に
潤
い
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
真
庭
に
は
良
質
の
漆
器

を
作
る
た
め
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
郷
原
漆
器
は
栗
の
木
の

芯
を
使
っ
て
作
り
ま
す
が
、
下
地

づ
く
り
に
蒜
山
産
の
珪
藻
土
を
使

っ
て
い
ま
す
。
蒜
山
の
淡
水
系
の

珪
藻
土
は
質
が
良
く
、
そ
れ
を
数

あ
る
下
地
づ
く
り
の
中
で
最
も
強

い
と
さ
れ
る
技
法
で
仕
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
備
中
漆

で
す
。
日
本
で
流
通
す
る
漆
の
約

　

㌫
は
外
国
産
で
す
が
、
蒜
山
に

��は
備
中
漆
の
植
栽
地
が
あ
り
ま

す
。
国
産
漆
の
復
興
活
動
は
ほ
か

に
は
あ
ま
り
な
く
、
こ
の
漆
の
森

は
真
庭
市
や
岡
山
県
の
大
切
な
財

産
と
い
え
ま
す
。
ま
だ
試
験
段
階

で
製
品
に
使
う
ま
で
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
関
係
者
が
協
力
し

て
こ
の
漆
の
特
性
を
掴
も
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。
�
�
�
㌫
地
元

産
の
漆
器
を
作
る
可
能
性
。
そ
れ

を
持
つ
の
が
郷
原
漆
器
で
す
。

　

こ
の
「
ま
に
わ
漆
展
」
で
は
、

多
く
の
人
が
伝
統
工
芸
の
美
し
さ

や
機
能
性
に
触
れ
、
漆
器
だ
け
で

な
く
地
元
の
工
芸
品
に
も
っ
と
親

し
ん
で
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ

ば
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

漆塗りの作業をする生産振興会の皆さん

木地師の�月国光さん（蒜山下徳山）

����

恵まれた素材と確かな技
真庭が誇る伝統漆器
その魅力を届けたい
���������

高山雅之さん（岡山市在住）
まにわ漆展実行委員会委員長

郷原漆器生産振興会会長

おちあい文化祭
落合公民館、
落合体育館

【展示の部】
 ��月�日�～�日�

【発表の部】
 ��月�日�

久世文化祭
久世エスパスセンター、
旧遷喬尋常小学校

【展示の部】
 ��月��日�～��日�

【発表の部】
 ��月��日�

続々 、
秋の文 化祭

北房文化祭
北房文化センター、
北房支局�階

【展示の部】
 ��月�日�～�日�

【発表の部】
 ��月�日�～�日�



ほんとうの湯原を見つけたい！�
初めての２０プログラム�
湯原には忘れてはいけない大切な歴史やハンザキの暮らす豊かな自然や�
古くから伝わる隠れた美味、笑顔いっぱいの元気な湯原人がたくさんいます。�
その地域の魅力を楽しむ体験交流イベント湯原っしぃ。�
湯原を流れるゆっくりとした時間に幸せを感じながら、一緒に楽しみましょう。�

体験プログラムの詳しい内容は、「湯原っしぃ�
公式ガイドブック ２０１１秋」または公式HPで�
確認できます。気になるプログラムがあったら、�
予約専用電話にお電話ください。�

ネット予約・公式HP http://www.yubarassyi.com

080-5751-1466

電話予約（予約専用電話）�
湯原観光協会内�

湯原っしぃ事務局（湯原支局内）�

プログラムは完全予約制�

総合インフォメーション�

受付時間  午前１０時～午後５時�
�

Eメール �
onpaku_yubara@yahoo. co. jp

0867-62-2011
0867-62-2097

※土・日・祝日休み�
〒７１７―０４０６　真庭市豊栄１５１５�

　湯原っしぃのメンバーに参加して最初は、「とても私には無理だ…」
と思いましたが、みなさんと一緒に活動していくうちにみんなで考
えて、作っていくものなんだと分かり、気持ちが温かくなったり、時
には熱くなる自分に出会うことができました。専業主婦としての暮
らしが長いので、今回の活動は新鮮なことばかり。会議に行っては、
勉強したり、自身に反省したりできる意義ある活動でした。�
　湯原っしぃのおすすめは欲を言えば全部。その中でも私の一押しは、
湯原の景色を舞台に作成された「映画ひかりのおと」。お餅に黄身と
砂糖を混ぜた「たまごもち」作りも楽しみ。また、普段は入ることの出
来ない湯原ダムの内部に侵入できるのもこの時がチャンスですよ。
　まずは、ガイドブックを手に入れて、体験プログラムの詳しい内容
を確認してください。公式HPもご覧くださいね。�
心のこもったプログラムを体験して、�
湯原らしさをみなさんと�
一緒に感じていきたいです。�

遠藤朋子さん（種）�
湯原っしぃ実行委員会�

��������

地域の宝�

発掘�



Welcome to  YUBARA

メインプログラム１５�

限定企画� ミニプログラム�

はんざき通貨�
湯原っしぃのメインプログラムに参加すると�
“はんざき通貨”がもらえます。�

①湯原温泉の旅館大浴場に入浴できます。１２/１５（木）まで使用可能。�
②ママカフェ（１０/２４（月）・１１/５（土）開店）にて、�
　限定セットを召し上がれます。�
★はんざき通貨の中には”ハッピーはんざき”が�
　３つ隠れています。運よく“ハッピーはんざき”を�
　ゲットした人には、サプライズが待っています。�

10/21�
【前夜祭】�
伝承人・紋次郎、�
おおいに語る！�

10/22・11/5�
“はんざき”�
  みーつけた！�

10/25�
ゆるり山里�
ウォーキング�
と炭焼き牛�

10/27
湯原ダム�
バックヤード�
ツアー�

10/25・11/4�
コロコロ�
ゴロゴロ�
ボディ�
メンテナンス�

10/30�
ハロウィン�
dance★�
dance★�
dance

11/1�
幻の花�
クリスマス�
ローズを�
咲かせよう！！�

11/7�
少年の頃の�
湯原を探す�
思い出旅�

11/6�
太鼓で�
エクササイズ♪♪�

11/7�
今宵は昭和の�
お座敷遊び�

11/8�
料理長の�
出汁指南�

11/10�
わら薫る二川の里�
ゆき母ちゃんと�
一緒に作ろう�
家おやつ�

11/13�
社のミステリー�
ウォーキングと�
奉納太鼓�

11/12・13
ひかりのおと�
（映画）�

10/24・11/5�
ママカフェ�

11/3～13�
第１回�
湯原温泉�
ガンガン�
はしご酒�

10/26�
ユバラで�
カバラ�

11/2�
幸せの美眉�
テクニック�

10/28・10/31�
やっこママ�
に習う　�
絵手紙�

特典�

10/29�
　温泉プールで�
エクササイズ�

���Maniwa
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開始：午前�時��分～　会場：コスモス広場

コスモス広場一面にコスモスが咲きほこる時期

に行われるイベント。ステージイベントや各種

団体による地元特産品販売などが行われる。

�問   北房支局総務振興課

　  ℡����-��-����

 北房
コスモスまつ り

開始：午前��時～　

会場：クリエイト菅谷美甘ドーム

ステージイベントや各種団体による地元特産品

販売などが行われる。

�問   美甘支局総務振興課

　  ℡����-��-����

美甘 ふる さ と
まつ り

開始：午前��時～　会場：落合公民館

ステージイベントや各種団体による地元特産品

販売などが行われる。今回は「かかしコンテス

ト」を目玉としている。

�問   落合支局総務振興課　

　  ℡����-��-����

おちあい
元気フ ェ スタ

��������
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開始：午前��時～　

会場：下湯原温泉ひまわり館

新そば・青大豆の収穫を祝い、青大豆を使用し

た豆腐の販売やそばの早食い大会、餅つきなど

のイベントが行われる。

�問   湯原支局総務振興課　℡����-��-����

新そば ・
豆腐 ま つ り

開始：午前��時～（予定）　

会場：久世エスパス土広場

特産品（代官梨、西条あわせ柿、さば寿司、ひ

らめの塩焼き）の販売、各種出店やステージイ

ベントなどが行われる。

�問   真庭商工会　℡����-��-����

作州く せ �����
ぼっ こ う 祭

開始：午前�時��分～　

会場：中和出張所庁舎前

各種団体による特産品の出店や餅つきやじゃん

けん大会、本マグロの解体・販売などのイベン

トが行われる。

�問   蒜山振興局総務振興課　℡����-��-����

中和紅葉祭

開始：午前�時��分～　

会場：勝山文化センター駐車場（メイン会場）

市内外から参加するＹＯＳＡＫＯＩソーラン踊りや

餅つきや餅投げ、特産品販売などが行われる。

�問   勝山支局総務振興課　

　  ℡����-��-����

ふ るさ と勝 山
も み じ ま つ り



トピックス�【
勝
山
地
区　

赤
岩
主
偉
さ
ん
】　

　

真
庭
市
誕
生
に
よ
り
民
生
委
員
の
配
置

基
準
が
「
町
村
」
か
ら
「
人
口　

万
人
未

��

満
の
市
」
の
区
分
へ
と
変
更
さ
れ
、
�
�

�
人
か
ら
�
�
�
人
に
減
り
ま
し
た
。
以

前
は
顔
見
知
り
の
委
員
で
あ
っ
た
の
に
、

そ
う
で
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
理
的
条
件
な
ど
を

考
慮
し
た
委
員
の
増
員
を
要
望
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
　▼
 

平
成　

年
の
民
生
委
員
の
一
斉
改
選

��

時
に
「
人
口　

万
人
未
満
の
市
」
の
区
分

��

が
適
用
さ
れ
、
定
数
が
�
�
�
人
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
合
併
時
に
適
用
さ
れ
る

特
例
で
、
�
人
増
の
�
�
�
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成　

年
の
改
選
時
に
は
特
例

��

の
�
人
が
減
る
予
定
で
す
が
、
現
状
維
持

で
き
る
よ
う
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

【
美
甘
地
区　

稲
田
文
夫
さ
ん
】

　

美
甘
み
ど
り
ふ
れ
あ
い
会
館
、
美
甘 
香 

こ
う

 
杏 
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
閉
鎖
状
態
の

き
ょ
うま

ま
で
す
。
美
甘
香
杏
館
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
「
た
ま
り
場
」
と
し
て
活
用
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
以
前
こ
の
施

設
を
普
通
財
産
に
す
る
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
市
　▼
 

美
甘
香
杏
館
に
つ
い
て
は
地
域
の
皆

さ
ん
に
開
放
し
て
、
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
と

の
有
機
的
な
利
用
な
ど
具
体
的
な
相
談
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
あ
る
資
料
の
展
示
に
つ
い
て
は
、

そ
の
方
法
や
頻
度
、
資
料
を
保
存
し
て
い

く
た
め
の
施
設
整
備
も
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
今
後
協
議
・
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
湯
原
地
区　

花
本
卓
士
さ
ん
】

　

市
道
な
ど
生
活
道
路
の
除
草
・
除
雪
が

充
分
と
は
言
え
ず
、
生
活
に
不
便
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
除
草
・
除
雪
の
手
法
や
回

数
な
ど
地
域
の
実
情
に
あ
う
よ
う
改
善
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
降
雨
に
よ
る
通

行
止
め
が
し
ば
し
ば
発
生
す
る
路
線
の
改

修
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
　▼
 

除
草
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。
県
の
制
度
も
視

野
に
入
れ
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

除
雪
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
反
省
を
踏
ま

え
て
対
応
を
検
討
中
で
す
。道
路
改
修
は
、

市
内
の
道
路
整
備
率
が　

％
少
々
で
な
か

��

な
か
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
県
が
行

っ
て
い
る
よ
う
に
部
分
的
な
改
修
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、「
集
中

豪
雨
に
対
す
る
防
災
対
策
、小
学
校
再
編
、

自
主
防
災
組
織
や
地
域
自
主
組
織
の
結
成

の
促
進
、
福
祉
委
員
の
位
置
づ
け
の
明
確

化
、
ガ
ン
検
診
の
現
状
、
河
川
清
掃
後
の

草
の
処
分
」
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
に
は
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会
（
久

��
世
、
落
合
、
北
房
）、　

月
に
は
市
政
懇
談

��

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　

市
内
を
�
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
開
催
す
る
ブ
ロ
ッ

ク
別
懇
談
会
。
�
回
目
と
な
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
懇
談
会

が
、
�
月　

日
勝
山
支
局
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
勝
山
・

��

美
甘
・
湯
原
地
区
か
ら　

名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
活
発
な

��

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  
ブ
ロ 
ッ 
ク
懇
談
会

地域の課題や問題について話し合った懇談会

中部
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市政に関する動きの一部を紹介します 【沼信之教育長の略歴】
　

昭和��年��月��日生ま

れ。昭和��年大佐町立

大井野小学校に着任以

来��年間教師を務める。

平成��年美川小学校校

長を最後に退職後、真

庭市人権擁護委員など

を歴任。

長崎大学教育学部卒
真庭市上河内在住

第 � 回真庭市歴史講座 （ 全
�回）が久世エスパスセ
ンターで開かれました。
今回は、江戸での勝山藩
の活動と生活について講
話がありました。受講生
らは、メモを取りながら
熱心に聴き入り、思いを
巡らせていました。

������勝山藩江戸屋敷の故地を訪ねて

中村真衣スイミング教室
が、勝山健康増進施設水
夢で開催され、市内の約
��人の児童が参加。スポ
ーツへ夢や希望を抱くき
っかけをつくる事業の第
一弾。水を押すのが正し
いバタ足であるなど泳ぐ
こつを教わりました。

������五輪メダリストの泳ぎを学ぶ

地域防犯夏まつりが、湯
原保健福祉センター一帯
で開かれ、親子連れら約
��人が参加しました。参
加者は、切断した竹を使
ってご飯を炊く、竹筒ご
飯づくりに挑戦。お互い
に協力し合い助け合う気
持ちを深めました。

������住民の連帯感を防犯につなげる

落合地域敬老会が白梅総
合体育館で開催され、市
内各地での敬老会がスタ
ートしました。（久世地域
は台風��号の影響で中
止）保育園児や地元有志
によるアトラクションが
披露され、長寿のお祝い
をしました。

������多彩な催しで長寿をお祝い

八束小学校の校舎棟新改
築工事が始まり、安全祈
願祭が行われました。校
舎は鉄筋コンクリート造
りの�階建てで、ヒノキ
の羽目板などを使い、暖
かみのある仕上がりにな
ります。平成��年�月��
日完成の予定です。

������八束小学校の建設工事始まる

��
�������

　

�
月　

日
、
道
の
駅
風
の
家
で
真
庭
ふ

��

れ
あ
い
救
急
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
救
急

の
日
（
�
月
�
日
）
に
ち
な
み
、
応
急
手

当
の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

で
、今
回
が
�
回
目
。
救
急
車
や
聴
診
器
、

担
架
、
血
圧
計
な
ど
の
救
急
資
機
材
が
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、
心
肺
蘇
生
法
の
体
験
、

消
火
器
使
用
訓
練
な
ど
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
や
観
光
客
な

ど
参
加
者
は
、
日
頃
扱
う
機
会
の
少
な
い

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
真
剣
に
学

び
、
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
た
。

真
庭
ふ
れ
あ
い
救
急

応
急
手
当
の
重
要
性
を
広
め
る

　

真
庭
市
誕
生
以
後
、
教
育
行
政
の
運
営

に
あ
た
っ
て
き
た
大
倉
貢
教
育
長
が
、
�

月　

日
付
け
で
退
任
し
ま
し
た
。
後
任
の

��
教
育
長
に
沼
信
之
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

真
庭
市
は
�
月
�
日
、
第
�
回
真
庭
市
議

会
定
例
会
の
承
認
を
得
て
、
沼
氏
を
真
庭

市
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
。
同
日
に
開

催
さ
れ
た
第
�
回
真
庭
市
教
育
委
員
会
に

お
い
て
教
育
長
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
沼
教
育
長
の
任
期
は
、
平
成　

年
�

��

月　

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

�� �
�
�
�
�
�
�

���
��
��
�

消防署職員に心肺蘇生法を学ぶ親子連れ
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接種費用の一部を助成インフルエンザ予防接種
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
寒
く
て
空
気
が
乾
燥
す

る
初
冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
ま
れ

に
肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど
を
併
発
し
て
重
症
化
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
防
・
軽
症
化
に
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
有
効
で
す
の
で
、
早

め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�問
 
  
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課　

桑
野

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

  
【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
】

期
間　

平
成　

年
�
月　

日
�
ま
で

��

��

対
象
者　
　

歳
以
上
の
人
（
一
定
の
障
が
い
の
あ

��

　

る
人
は　

歳
以
上
）

��

回
数　

�
回

自
己
負
担
額　

�
千
円

  
【
幼
児
・ 
学
童
イ
ン
フ
ル
エ 
ン 
ザ
予
防
接
種
】

期
間　

平
成　

年
�
月　

日
�
ま
で

��

��

対
象
者　

�
歳
以
上　

歳
未
満
の
人

��

接
種
上
限
回
数　

�
回

自
己
負
担
額　

�
回
に
つ
き
�
千
円

  
◆
接
種
方
法

　

事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
は
保
健
だ
よ
り　

㌻ 
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

��

※
対
象
年
齢
の
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
無
料
券

　

を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
��
�

�
�
�
�
�
�

��月から保育園保育料を改定子育て支援がより充実
お知らせワ イ ド
���������	����
����


��������������������
　真庭市では、多様化する保育ニーズに対応するため、保育内容の充実を図っていますが、地域経済の

低迷や生活不安などで子育て家庭への負担が増加してきています。更なる子育て支援の充実を図るため、

平成��年��月から保育園保育料を改定します。（�人以上同時に利用した場合の軽減措置は継続。へき

地保育所は今回の保育料改定の対象ではありません。）

�問   健康福祉部子育て支援課　齋藤　℡����―��―����

真庭市立保育園費用徴収金基準額表

徴収金基準額(月額)　 
単位：円

世帯の階層区分

�歳児
以上

�歳児
�～
�歳児

定　　義階層 
区分

���
生活保護法による被保護世帯 
(単給世帯を含む)

第�

���������������
市町村民税 
非課税世帯

第�～��
階層を除
き、前年度
分の市町
村民税の
額の区分
が次の区
分に該当
する世帯

第�

����������������均等割

市町村民税
課税世帯

第�

����������������
������
円未満

第�

������������������
������
円以上

第�

������������������
前年分の所得税額
�����円未満

前年分の
所得税課
税世帯で
あって、
その所得
税の額の
区分が次
の区分に
該当する
世帯

第�

������������������
�����円以上 
�����円未満

第�

������������������
�����円以上 
������円未満

第�

������������������
������円以上 
������円未満

前年分の
所得税課
税世帯で
あって、
その所得
税の額の
区分が次
の区分に
該当する
世帯

第�

������������������
������円以上 
������円未満

第��

������������������
������円以上 
������円未満

第��

������������������
������円以上 
������円未満

第��

������������������
������円以上 
������円未満

第��

������������������
������円以上 
�������円未満

第��

������������������
�������円以上 
�������円未満

第��

������������������
�������円以上 
�������円未満

第��

������������������
�������円以上 
�������円未満

第��

�������������������������円以上第��
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講演会を開催します真庭市議会
お知らせワ イ ド
���������	����
����


消費生活センター
お知らせワ イ ド
���������	����
����
 固定資産評価基準の改正

お知らせワ イ ド
���������	����
����


������������
　真庭市議会では、元高知県知事の橋本大二郎氏を招いて、まちづ

くりについて考える講演会を開催します。地方が自らの知恵と努力

と責任で、将来を決めていける「地域自立型の国づくり」を目指し

て、今、地方政治の果たす役割とは何なのかを熱く語ります。ぜひ

ご来場ください。 �問   真庭市議会事務局  中島　℡����―��―����

���を退局後、平成�年��月に高知県知事選挙に立候補。同知事
選挙史上最多の票を獲得し、当時の最年少知事となる��歳で初当
選。以後�期、同県知事を務める。在任中には、森林環境税の導
入や���車線での道路整備の予算化など、地方自治体の新たな試
みを全国に情報発信した。また減反政策に対して、県は関与をし
ない旨の表明をするなど、国に対しても積極的に発言した元祖改
革派知事。現在は、慶應義塾大学特別招聘教授を務める。

◆演題 「地域自立型の国づく り と
 　      地方政治の役割」

入
場
無
料

◆日時

　��������
　開演：午後�時��分

◆会場

　勝山文化セ ンター

�������

橋本大二郎
 （慶應義塾大学特別招聘教授）

　

真
庭
市
で
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
専
門
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
相
談
受
付
は
、
午
前
�
時
〜
正
午
、
午
後
�
時
〜
午
後
�
時　

分
）

��

�問
 
 
市
民
環
境
部
市
民
課　

武
村　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
��
�
��
��
��
�
�
��
�
�
� �問   市民環境部税務課　家屋Ｇ　℡����-��-����

　固定資産税評価額は、�年に一度、評価替え
（見直し）を行います。平成��年度がその年に
当たっています。評価替えにあわせて固定資産
評価基準が一部改正されます。変更点をお知ら
せしますので、該当される人は税務課までご連
絡ください。

▲対象者
　木造以外の冷蔵倉庫用家屋がある人（常温倉
庫内にプレハブ式冷蔵庫や業務用冷蔵庫を設置
している場合は該当しません。）

▲改正内容
　冷蔵倉庫用家屋（非木造）の経過年数に応じ
る減点補正率（減価率）が変更になり、今まで
より評価額が早く減少するようになります。

冷蔵倉庫用家屋とは？
→倉庫自体に冷蔵機能を備え、保管温度が摂氏��℃
以下に保たれる倉庫のこと。

�������
��������	
��
�

【
消
費
生
活
講
演
会
】

◆
日
時　
　

月
�
日
�
午
後
�
時
〜

��

◆
場
所　

久
世
公
民
館

◆
講
演　

「
最
近
の
消
費
者
被
害
の
実

情
と
県
内
の
状
況
」
杉
本
秀
介
弁
護
士

◆
そ
の
他　

消
費
生
活
展
（
午
後
�
時

〜
）
も
同
時
開
催
。
パ
ネ
ル
展
や
牛
乳

パ
ッ
ク
を
使
っ
た
小
物
作
り
な
ど
。

【
よ
く
あ
る
相
談
】

出
会
え
な
い
出
会
い
系
サ
イ
ト

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
で
、
会
い
た
い
、

悩
み
を
聞
い
て
、
お
金
を
あ
げ
る
と
誘
わ

れ
、
頻
繁
に
メ
ー
ル
交
換
を
続
け
た
。
結

局
、
会
え
ず
、
お
金
も
受
け
取
れ
ず
、
高

額
な
料
金
だ
け
が
発
生
し
た
。

↓
利
用
を
や
め
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



Maniwa ��

ルールを守って快適に下水道利用のススメ
お知らせワ イ ド
���������	����
����


��月から変わります子ども手当
お知らせワ イ ド
���������	����
����


　

下
水
道
は
、自
然
環
境
を
保
全
し
た
り
、人
々
の
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
た
り
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
、
汚
水
を
流
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
で
す
。
し
か
し
、
何
で
も
流

し
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
、
利
用
す
る

一
人
一
人
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
正
し
く
下
水
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

�問
 
  
建
設
部
下
水
道
課　

志
賀　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

　

水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
や
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
、
布
類
、
衛

生
用
品
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
排
水
管
や
ポ
ン
プ
の
詰

ま
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

揮
発
性
の
高
い
危
険
物
や
化
学
薬
品

は
、
排
水
管
を
損
傷
す
る
恐
れ
や
爆

発
を
起
こ
す
危
険
が
あ
る
の
で
、
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
や
て
ん
ぷ
ら

油
な
ど
の
廃
油
は
、
排
水
管
の
つ
ま

り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

  
下
水
道 
ル
ー
ル
�
か
条

ル
ー
ル
そ
の
�

�
台
所
か
ら
生
ご
み
や
油
を

   
流
さ 
な
い
�

ル
ー
ル
そ
の
�

�
水
洗
ト
イ
レ
に
は
、

   
水
に
溶
け
る
ト
イ
レ
ッ
ト

  
ペ
ー
パ
ー
を
使
用
�

ル
ー
ル
そ
の
�

�
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
を

  
絶
対
に
流
さ
な
い
�

 【手続方法】
　現在受給中の人には、��月中旬に申請書を送付

します。必要事項を記入し、提出してください。

公務員は、勤務先で手続きしてください。

その他の変更点
・子どもに対する国内居住要件を設ける。（留学中の場
合などを除く）
・児童養護施設に入所している子どもについても、施
設設置者などに支給する。
・未成年後見人や父母の指定する者へ父母と同様の要
件で手当を支給する。
・監護、生計同一要件を満たすものが複数いる場合、
子どもと同居している者へ支給する。（単身赴任の場
合を除く）
・保育料を子ども手当から直接徴収できる仕組みとする。

 【支給額（月額）の変更】
新制度旧制度支給対象

������円（一律）������円
� ～�歳未満
の子

第�・�子　   ������円
第�子以降　������円

������円
�歳～小学校
修了前の子

������円（一律）������円中学生

子ども 手当

�������
����
　��月分以降の子ども手当制度が変更になりま

す。変更に伴い、これまで受給していた人を含め、

全ての受給対象者は申請手続が必要となります。

忘れず早めに手続きをしてください。

�問   健康福祉部子育て支援課　植木 

　℡����-��-����　F AX����-��-����



あなたの�
郵便番号�
住所�
名前�

①郵便番号�
②住所�
③名前（出場者全員）�
④年齢�
⑤職業�
⑥電話番号�
⑦曲目と歌手名�
⑧選曲理由�

返信�

〒700-8621�
 NHK岡山放送局�
「のど自慢出場」�
　　　　　　係�

往信�

こ
こ
に
は
何
も
記
入�

し
な
い
で
く
だ
さ
い�

あなたの�
郵便番号�
住所�
名前�

①郵便番号�
②住所�
③名前�
④電話番号�

返信�

〒719-3292�
真庭市役所�
「のど自慢観覧」�
　　　　　　係�

往信�

こ
こ
に
は
何
も
記
入�

し
な
い
で
く
だ
さ
い�

��� Maniwa

��
�
��
�
�
�
�
�
��
��
��
��
�

　

毎
週
日
曜
日
に
全
国
の
視
聴
者
が
楽
し
ん
で
い
る
人
気
番
組
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
を
真
庭
市
で
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

視
聴
者
参
加
番
組
で
、
歌
を
通
し
て
全
国
に
、
真
庭
市
と
真
庭
市
民
の
元
気
を
届
け
ま
す
。
出
場
ま
た
は
、
観
覧
を
希
望
す
る
人
は
、
ふ
る
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

�問
 
  
総
務
部
総
務
課　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」係　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　
　
　

��

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」係　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

▼
開
場　

午
前　

時　
　

��

▼
開
演　

午
前　

時　

分

��

��

▼
終
演　

午
後
�
時　

分
��

【
予
選
会
】　

月
�
日
�　

入
場
自
由

��

　
　
　
　

▼
受
付
開
始　

午
前　

時　

分

��

��

　
　
　
　

▼
開
場　

正
午

　
　
　
　

▼
予
選
開
始　

午
後
�
時　

分
��

【
出
場
者
】

予
選
を
通
過
し
た　

組
の
皆
さ
ん

��

【
司
会
】
徳
田
章
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

【
放
送
予
定
】

　

月
�
日
�
午
後
�
時　

分
〜
午
後
�
時

��

��

（
総
合
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
第
�
放
送
で
全
国

生
放
送
）

【
主
催
】
真
庭
市
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局

　
 
月 
� 
日 
�

��白
梅
総
合
体
育
館

出
場
申
し
込
み

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
往
信
用
裏
面
】
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
（
出

場
者
全
員
の
）
名
前
④
年
齢
⑤
職
業
⑥
電
話

番
号
⑦
歌
う
曲
目
と
歌
手
名
⑧
選
曲
理
由

【
返
信
用
表
面
】
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前

◆
応
募
資
格　
　

歳
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

��

で
、
原
則
ア
マ
チ
ュ
ア
に
限
る
。

◆
宛
先　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局「
の
ど
自
慢
出
場
」係

◆
申
込
締
切　
�

��

�
�
�
�

��

��

※
応
募
は
�
名（
�
組
）に
つ
き
、
�
通
に
限
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。応
募
多
数
の
場
合
は
、�
�
�
組
を

選
出
し
、選
出
結
果
を　

月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

��

往
復
は
が
き（
�
枚
で
�
人
ま
で
入
場
可
能
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
往
信
用
裏
面
】①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前

④
電
話
番
号

【
返
信
用
表
面
】
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前

◆
宛
先　

〒
�
�
�
―
�
�
�
�

真
庭
市
役
所
「
の
ど
自
慢
観
覧
」
係

◆
申
込
締
切　
�

��

�
�
�
�

��

��

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
の
上
ご
案
内
し
ま

す
。前
日
の
予
選
会
は
、入
場
自
由
で
す
。た
だ
し
、満

席
の
場
合
は
入
場
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

売
買
目
的
の
お
申
し
込
み
は
、抽
選
対
象
外
と
し
ま
す
。

観
覧
申
し
込
み

���� �����

当
日    
の   
ゲ
ス 
ト  



岡
山
県
畜
産
共
進
会
・
畜
産
フ
ェ
ア 
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��������������������
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久
世
生
涯
学
習
推
進
会
議
で

は
、
学
生
時
代
を
思
い
出
し
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
な
つ
か
し
の
木
造
校

舎
遷
喬
物
語
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時  　

月　

日
�
午
前
�
時
〜

��

��

■
場
所　

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校

■
時
間
割　

�
時
間
目
・
国
語
、

�
時
間
目
・
音
楽
、
�
時
間
目
・

社
会

■
授
業
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

山
崎

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

「
豊
か
な
自
然
の
贈
り
物
・
真
庭

の
宝
〜
観
て
・
食
べ
て
・
大
満
足
・

ま
に
わ
再
発
見　

が
ん
ば
ろ
う
日

!!

本
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
真
庭
地
域

の
農
畜
産
品
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
Ｊ
Ａ
ま
に
わ

第
�
回
地
産
地
消
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
旬
の
農
産
品
や
加
工

品
が
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
抽
選
会

や
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時　
　

月
�
日
�
午
前
�
時

��

　

分
〜
午
後
�
時

��■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

土
広
場

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｊ
Ａ
ま
に
わ

営
農
経
済
部

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

糖
尿
病
予
防
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
た
、
第　

回
笑
顔
が
す
て
き

��

健
康
か
つ
や
ま　

大
会
を
開
催
し

��

ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
正
午
〜
午

��

��

後
�
時

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

（
体
力
測
定
、
試
食
、
介
護
予
防
な

ど
）
ほ
か

■
講
演　

「
糖
尿
病
は
予
防
で
き

る
病
気
で
す
」
宮
島
医
院
院
長
・

宮
島
啓
人
氏
（
午
後
�
時
〜
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
支
局
市

民
福
祉
課　

兵
江

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
健
康
づ
く
り
実
行
委
員

会
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め

に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
と
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。
参

加
者
に
は
抽
選
で
景
品
も
当
た
り

ま
す
。

■
実
施
期
間　
　

月
�
日
�
〜　

��

��

日
�

■
参
加
方
法　

健
康
推
進
課
、
振

興
局
・
各
支
局
市
民
福
祉
課
に
あ

る
記
録
用
紙
に
、
運
動
の
記
録
を

各
自
記
入
し
提
出

■
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

廣
瀬

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

��������	
������

����������������

����������������

����������������

���������	

���������	


笑
顔
が
す
て
き
健
康
か
つ
や
ま�
��

健
康
な
心
体
を
つ
く
ろ
う

�
�
ま
に
わ
地
産
地
消
フ
ェ
ア

真
庭
の
農
畜
産
品
が
集
結

な
つ
か
し
の
木
造
校
舎
遷
喬
物
語

生
涯
学
習
イ
ベ
ン
ト

ウ
ォ
ー
ク
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う

　県内の地区大会で優秀な
成績をおさめた和牛や乳牛
が一堂に集結。同時開催の
畜産フェアでは、肉や乳製
品などの畜産物の即売や景
品の当たるゲームなども行
われます。

世界を魅了する和太鼓パフォーマンス集団���によるライブ公演を開催します。

●入場料　前売一般�����円、中学生以下�����円（当日各���円��）
●チケット取り扱い　勝山文化センターほか各プレイガイド
●主催　真庭市、���ライブ実行委員会 

問い合わせ先　勝山文化センター  ℡����-��-����

浮世夢幻打楽
11.23WED

勝山文化センター�
開場16:30／開演17:00

2011

�問   農林振興課　西田
　  ℡����-��-����

 � � / � � �   開 催
全農県本部総合家畜市場（草加部）

������



療育訓練に通所する児童 の

�����

��� Maniwa

　

岡
山
地
方
法
務
局
真
庭
支
局

は
、　

月　

日
�
に
津
山
支
局
へ

��

��

統
合
さ
れ
ま
す
。
支
局
統
合
に
伴

う
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

岡
山
地
方
法
務
局
真
庭
支
局
（　
��

月
�
日
ま
で
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
登
記
証
明
コ
ー
ナ
ー
開
設
】

　

証
明
書
発
行
請
求
機
を
市
役
所

内
に
設
置
し
ま
す
。

■
設
置
日　
　

月　

日
�

��

��

■
設
置
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
�

階
総
合
案
内
横

【
登
記
相
談
所
開
設
】

　

毎
月
第
�
・
�
水
曜
日
の
午
前

　

時
〜
正
午
、
午
後
�
時
〜
午
後

���
時
に
、
市
役
所
で
司
法
書
士
に

よ
る
登
記
相
談
所
（
無
料
）
を
開

設
し
ま
す
。

■　

月
開
催
日　
　

月　

日
�
、

��

��

��

　

日
�

��■
場
所　

本
庁
舎
�
階
相
談
室

■
内
容　

土
地
、
建
物
の
登
記
お

よ
び
会
社
、
法
人
の
登
記
に
関
す

る
こ
と

　

高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運
動
を

　

月
�
日
�
〜　

月　

日
�
の

��

��

��

間
、実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、反

射
材
用
品
の
活
用
促
進
や
高
齢
者

交
通
安
全
�
則
（
①
ま
つ
②
み
る

③
む
り
を
せ
ず
止
ま
る
④
め
立
つ

⑤
も
っ
と
知
る
）
の
推
進
な
ど
を

重
点
項
目
に
、
高
齢
者
自
身
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
と
、
県
民
の

高
齢
者
保
護
意
識
の
普
及
啓
発
を

推
進
す
る
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

真
庭
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
、　

日
�

��

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課 
嶋
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
薬
剤
師
会
真
庭
支
部
で

は
、
薬
と
健
康
の
週
間
（　

月　
��

��

日
〜　

日
）
に
合
わ
せ
て
、
医
薬

��

品
と
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
正

し
い
認
識
を
広
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。

■
日
時  　

月　

日
�
午
後
�
時
〜

��

��

■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス

■
内
容　

薬
物
乱
用
防
止
の
啓

蒙
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
・
一

般
用
医
薬
品
・
お
薬
手
帳
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
示
、
お
薬
相
談

■
講
演　

「
食
と
健
康
」　

ス
イ
ー

ツ
親
方
こ
と
芝
田
山
親
方
・
元
横

綱
大
乃
国
（
午
後
�
時
〜
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
薬
剤

師
会
真
庭
支
部
（
て
し
ま
薬
局
）

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

登
記
の
証
明
書
発
行
機
・
相
談
所

開
設
し
ま
す

高
齢
者
交
通
安
全
県
民
運
動

反
射
材  
つ
け
て
輝
く  
身
の
用
心

�

月
の
年
金
相
談
（
要
予
約
）

��ご
相
談
く
だ
さ
い

清水国明 講演会

�
薬
と
健
康
の
週
間
�イ
ベ
ン
ト

ご
参
加
く
だ
さ
い

久世生涯学習
推進事業
＠久 世エ スパス

芸能界きっての自然環境派の清水国明さんによる講演会を開催します。
　�開場＝��：��　開演＝��：��　�入場料　�����円
　�チケット取り扱い　久世公民館、久世エスパス、各庁舎など
問い合わせ先　久世公民館　℡����―��―����

������
���

行政相談 　週間
 � � / � � � ～ � � �

役所の仕事について、こうして
ほしいなどの相談に応じます。

�問   総務課  ℡����-��-����

場所時間開催日地区

北房支局
��：��～
��：��

��/��北房

落合公民館

�：��～
��：��

��/�、��落合

久世保健福祉会館��/��、��久世

勝山保健福祉
センター��/��勝山

美甘支局
��：��～
��：����/��美甘

湯原保健福祉
センター

�：��～
��：��

��/��湯原

中和すずのこ
ハウス��/��中和

八束老人福祉
センター��/��八束

川上老人福祉
センター��/��川上

　市内に住所のある児童が、療
育訓練などを目的に、�カ月に
�回以上、専門療育機関や医療
機関へ通った場合の交通費を一
部助成しています。

■助成額

問い合わせ先　福祉課　上谷
℡ ����-��-����   F AX ����-��-����

助成額（月）通所回数通所距離

�����円
�回以上
�回未満���以上

（片道）
�����円�回以上

 前期分（�月�日～�月��日）の申請は

��月 ���日� までに ！　　    

演題 「スロ ーライ フ ～後半人生、 最高の生き方～」



M ani w a ��

　

市
で
は
、
市
内
に
あ
る
木
造
住

宅
の
耐
震
診
断
の
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
※
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
の
調
査
、
除
去
に
つ
い
て
も

補
助
制
度
が
あ
る
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
予
定
戸
数　

先
着
�
戸

■
対
象　

次
の
条
件
を
満
た
す
も
の

①
昭
和　

年
�
月　

日
以
前
に
建

��

��

築
さ
れ
た
�
階
建
て
以
下
の
住
宅

②
木
造
在
来
軸
組
工
法
の
住
宅

■
自
己
負
担
額　

�
戸
あ
た
り
�

千
円
（
構
造
等
の
条
件
に
よ
り
負

担
額
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

追
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
弁
護
士
会
は
、
毎
週
金
曜

日
に
勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
真
庭

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
身
近
な
法
律

相
談
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
、無
料
相
談
券
を
発
行
し
ま
す
。

※
年
度
内
に
一
人
一
枚
に
限
り
、

先
着
順
で
発
行
。
予
約
後
、
総
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
先　

岡
山
弁
護
士
会
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先 
総
務
課 
木
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
祉
・
介
護
で
の
就
労
希
望

者
を
対
象
と
し
た
福
祉
の
し
ご
と

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。
福
祉
・

介
護
事
業
所
が
ブ
ー
ス
を
設
け
て

仕
事
内
容
を
説
明
し
た
り
、
面
談

を
行
っ
た
り
す
る
ほ
か
、
総
合
相

談
コ
ー
ナ
ー
で
は
福
祉
関
連
の
資

格
取
得
な
ど
に
つ
い
て
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。
事
前
申
込
、
履
歴

書
は
不
要
で
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
後
�
時

��

��

〜
午
後
�
時

■
場
所　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ

ン
タ
ー
（
津
山
市
山
下　

―
�
）

��

■
参
加
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ
で

は
、使
用
済
み
の
封
筒
を
使
っ
て
、

便
利
な
収
納
用
具
を
作
る
教
室
を

開
き
ま
す
。

■
日
時　
　

月　

日
�
午
後
�
時

��

��

〜
午
後
�
時

■
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま

に
わ
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に

わ
内
）

■
参
加
費　

�
�
�
円

■
定
員　
　

人
��

■
申
込
締
切　
　

月　

日
�

��

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
に
わ

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

調
停
は
、
話
し
合
い
で
も
め
事

を
適
切
に
解
決
す
る
方
法
で
す
。

土
地
建
物
、
交
通
事
故
、
金
銭
の

貸
借
、
商
品
の
売
買
な
ど
に
関
す

る
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
高
梁
会
場
】

■
日
時　
　

月　

日
�
午
前　

時

��

��

��

〜
午
後
�
時

■
場
所　

高
梁
簡
易
裁
判
所
（
高

梁
市
片
原
町
�
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

高
梁
簡
易
裁

判
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

【
久
世
会
場
】

■
日
時　
　

月　

日
�
午
後
�
時

��

��

　

分
〜
午
後
�
時

��■
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス

■
問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
簡
易
裁

判
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

耐
震
診
断
が
わ
ず
か
�
千
円

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

真
庭
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

無
料
相
談
券
を
発
行
し
ま
す

調
停
相
談
会 （
予
約
不
要
・
無
料
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

福
祉
の
し
ご
と 
フ
ェ 
ア

就
労
を
希
望
す
る
人
へ

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
手
芸
教
室

古
封
筒
で
ア
イ
デ
ア
収
納

�������

��

�落合病院（内）・落合
�����������		

�金田病院（外）・落合
���������		
	

�谷田医院（外）・八束
�������������

��

�勝山病院・勝山
����������	�	

�ま にわ整形外科 （外）・久世
����������	��

�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		

���

�湯原温泉病院・湯原
�������������

�石賀医院（内）・八束
������������	

���

�近藤病院・勝山
������������	

�本山医院（内）・落合
���������	��	

���

�金田病院・落合
���������		
	

�宮島医院（内）・勝山
������������	

���

�落合病院（内）・落合
���������		



�金田病院（外）・落合
���������		
	

�中井医院（内）・勝山
�������������

��

�湯原温泉病院・湯原
�������������

�金田病院・落合
���������		
	

������

�����������
初日：午前��時から開会式、表彰式
最終日：午後�時まで観覧可能

��������
�

第��回記念

　大輪や懸崖作りなど、丹精し
た約���鉢の作品が並びます。

○場所　落合公民館前
○料金　無料
○主催　落合菊花愛好会
○問い合わせ先　愛好会事務局
　森　℡ ����―��―����



今月の掲載は
�／�、�、��、��、��、��、��日の入札実施分。

��� Maniwa

　

岡
山
県
で
は
、
誰
で
も
簡
単
に

高
速
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
を
利
用
し

て
市
内
施
設
で
、
ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
を
整
備
し
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。
詳
し
く
は
、
施
設
に
あ
る

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
接
続
条
件　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
付
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

■
接
続
可
能
施
設　

①
市
役
所
本

庁
舎
（
�
階
ロ
ビ
ー
、
�
階
ロ
ビ

ー
、
�
階
議
場
付
近
）
②
北
房
文

化
セ
ン
タ
ー
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

③
久
世
エ
ス
パ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ホ

ワ
イ
エ
、
図
書
館
）
④
勝
山
文
化

セ
ン
タ
ー
（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

運
用
管
理
業

者　

株
式
会
社
オ
ー
ビ
ス

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
住
宅　

蒜
山
地
区
・
常
藤

住
宅　

�
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�
戸
（
平
成　
��

年
建
築
）

■
募
集
期
間　
　

月　

日
�
午
後

��

��

�
時
ま
で

■
入
居
可
能
日　
　

月
中
旬
予
定

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

都
市
住
宅
課

後
安

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

ま
た
は
各
支
局
住
宅
担
当
窓
口

　

岡
山
県
で
は
勝
山
・
久
世
・
落

合
区
域
と
湯
原
区
域
の
「
都
市
計

画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
」
の
変
更
案
を
作
成
し
ま

し
た
。
変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間　
　

月
�
日
�
〜　

日
�

��

��

の
執
務
時
間
内

■
場
所　

岡
山
県
都
市
計
画
課

（
岡
山
市
北
区
内
山
下
�
―
�
―

�
）、
市
役
所
都
市
住
宅
課

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
都
市

計
画
課

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

真
庭
農
業
協
同
組
合
よ
り
食
育

グ
ッ
ズ（
鉛
筆
�
本
組
� , 
�
�
�

セ
ッ
ト
）を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

池
田
重
夫
さ
ん
（
大
阪
府
四
條

畷
市
）
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
と
し

て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

　

広
報
真
庭
�
月
号　
 
㌻ 
入
札
結

��

果
に
掲
載
し
た
市
道
五
反
線
道
路

修
繕
工
事
（
�
月
�
日
入
札
実
施

分
）
の
落
札
額
は
�
�
�
万
円
の

間
違
い
で
し
た
。
同　

㌻ 
入
札
結

��

果
に
掲
載
し
た
落
合
地
区
簡
易
水

道
中
央
監
視
装
置
整
備
工
事
（
�

月　

日
入
札
実
施
分
）
の
落
札
者

��
は
備
北
電
気
工
事
�
の
間
違
い
で

し
た
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課

市
営
住
宅
入
居
者

募
集
し
ま
す

都
市
計
画
の
変
更
案

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
か
や
ま 
モ
バ
イ
ル
�
�
�
�

広
が
っ
て
い
ま
す

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

��������	

・雨量計設置工事（農林土木課）
　山本設備工業�…����������円
・市道東谷線舗装新設工事（建設課）
　�富松組…���������円
・市道荒田若代線舗装新設工事（建設課）
　蜂谷工業�真庭支店…���������円
・丸山橋橋梁修繕工事（勝山支局総務振興課）
　�青木工業所…���������円
・湯原浄化センター建設事業に係る環境影響評価業務
（下水道課）　�日本都市工学設計…���������円
・橋梁点検業務（建設課）　
　�エイト日本技術開発中国支社…���������円

���������	
・林道川上�号線（�工区）開設工事（蒜山振興局総務
振興課）　�蒜山興業…����������円
・上水田・山田�期地区（�工区）管路施設工事（下水道課）
山本設備工業�…����������円　※総合評価方式
・市道王子線道路改良工事（建設課）
　�三栄企業…���������円

��������	�

・市道只常山根線舗装修繕工事（美甘支局総務振興課）
　�トシタカ…���������円
・中町上町地区管渠工事（下水道課）
　�岡田組…����������円  ※総合評価方式

��������	
�
・北房紅葉公園遊具修繕工事（北房支局総務振興課）
　�サトミ産業関西支社…���������円

��������	
�
・市道旭町河元線道路修繕工事（建設課）
　岡田土建�…���������円
・市道木樵山坂本線舗装新設工事（建設課）
　�真庭舗装…���������円
・市道畑双内線道路改良（法面）工事（建設課）
　梶岡建設�…����������円
・北房ダム基幹水利空気弁改修工事（農林土木課）
　山本設備工業�…���������円
・平成の杜基幹作業道�号線開設工事（農林振興課）
　�大和建設…���������円
・市道滝の畝線道路改良工事（建設課）
　�河崎工務店…���������円
・横部地区配水管新設工事（水道課）
　�青木工業所…����������円
・林道大京谷線改良工事（農林土木課）
　喜多建設�…���������円

���������	

・焼却施設公害監視計更新工事（クリーンセンターまにわ）
　�スガテック…����������円
・神庭の滝自然公園法面保護及び遊歩道（�工区）
　整備工事（勝山支局総務振興課）
　�大森工務店…����������円

���������	

・八束小学校校舎棟電気設備工事（教育総務課）
　�オオタ電業…����������円
・八束小学校校舎棟機械設備工事（教育総務課）
　�カネサダ設備…����������円
・八束小学校校舎棟新改築工事（教育総務課）
　酒井・鳥越八束小学校校舎棟新改築工事特定建設工
事共同企業体…�����������円
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読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

私
が
祭
り
好
き
な
の
は
父
ゆ
ず

り
。
紫
の
法
被
を
着
て
だ
ん
じ
り

に
乗
る
父
の
大
き
な
背
中
が
大
好

き
で
し
た
。
就
職
の
た
め
都
会
に

出
て
�
年
間
、
毎
年
は
祭
り
に
帰

っ
て
来
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
元
に
戻
る
こ
と
を
決

め
、
久
世
祭
り
の
少
し
前
に
実
家

に
帰
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
家

族
で
過
ご
せ
る
宵
祭
り
の
日
の

朝
、
父
が
か
え
ら
ぬ
人
と
な
り
ま熱気溢れる久世だんじり喧嘩

し
た
。
大
好
き
な
だ
ん
じ
り
の
鐘

の
音
に
送
ら
れ
な
が
ら
天
国
へ
旅

立
っ
て
逝
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

　

年
、
御
祭
礼
の
時
も
、
だ
ん
じ

��り
げ
ん
か
の
時
も
、
い
つ
も
祭
り

に
な
る
と
父
が
そ
ば
に
い
る
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
は
祭
り
好

き
が
遺
伝
し
た
娘
と
一
緒
に
、
父

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
サ
ン
ス
ベ
リ
ア
の
花
が

咲
き
ま
し
た
。
今
ま
で
ど
こ
の
お

家
で
も
鉢
植
を
見
か
け
ま
す
が
、

花
は
見
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
て
聞
い

て
み
ま
す
が
、
知
ら
な
い
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
私
も
花
が
咲
く
な

ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
す

ー
い
グ
リ
ー
ン
の
か
か
っ
た
白
に

近
い
と
て
も
か
わ
い
い
花
で
す
。

�
日
程
で
見
頃
が
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
も
咲
い

て
く
れ
る
か
な
？

　

先
日
の
台
風　

号
で
は
全
国
各

��

地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た

よ
う
で
す
。
真
庭
市
で
も
道
路
が

通
れ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る

ま
つ
り
の
思
い
出

　
  
ぴ
っ
こ
ろ
さ
ん（
鍋
屋
）

PN

よ
う
で
す
ね
。
幸
い
週
末
に
か
け

て
の
台
風
だ
っ
た
の
で
、
私
は
仕

事
が
休
み
で
家
で
大
人
し
く
し
て

い
ま
し
た
。
風
が
あ
ま
り
強
く
な

く
て
台
風
の
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
と
い

う
風
の
音
は
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
窓
か
ら
見
え
た
近
く
の
川
の

増
水
に
は
驚
き
ま
し
た
。
流
れ
の

速
さ
と
普
段
の
き
れ
い
な
水
と
は

違
っ
た
濁
流
の
迫
力
を
見
る
と
、

と
て
も
近
寄
ろ
う
と
い
う
気
に
は

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
�
月
の
東

北
地
方
の
地
震
依
頼
、
私
の
家
で

も
そ
れ
な
り
の
防
災
バ
ッ
グ
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
薬
や
非
常
食
、

電
池
の
い
ら
な
い
懐
中
電
灯
な

ど
、
そ
れ
が
本
当
に
非
常
時
に
役

に
立
つ
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な

い
け
れ
ど
、
テ
レ
ビ
の
見
よ
う
見

ま
ね
で
。
こ
の
備
え
が
あ
れ
ば
ち

ょ
っ
と
は
安
心
か
な
と
思
っ
て
置

い
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
が
必

要
に
な
る
と
き
が
来
な
い
の
が
一

番
い
い
で
す
ね
。

��
ま
つ
り 
�

 
今
月
の
テ
ー
マ

テーマは

��サン タ クロ ー ス�です 。
サンタクロースがくれたプ
レゼントの思い出やサンタ
さんへのお手紙など、���
字程度でお寄せください。

川柳の兼題は

�やがて�です。
川柳の締め切りは��月��
日�です。

お便り
お待 ちし ています !

��月号では、

�旅行�について
お便りを募集しています。
（��月��日締め切り）

��月号 読者の広場

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼

PN  m a k i

▼

PN  オタッキー康徳

旭川の濁流（�/�撮影）

サ
ン
ス
ベ
リ
ア
咲
い
た

匿
名
希
望
さ
ん

備
え
あ
れ
ば
と
思
っ
て

　
  
安
全
第
一
さ
ん（
栗
原
）

PN



�
入賞者多数のため、２５宿の続きを掲載します。情報をお寄せください。（敬称略）�

��� Maniwa

�歳のお祝いに写真を
掲載しませんか？

■第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳

競技大会　�/��～��　東京都

■標準記録突破により出場　

写真：���ｍ自由形　 廣   晴華（台金屋）、

��、���ｍ背泳ぎ　赤木彩乃（勝山）

■文部科学大臣杯第��回全日本女子ソフトボール選手権大

　会　�/��～��　山口県

　■同大会中国地区予選　�/��　広島県

　トーナメント�位　中国学園大学―

　　　　　　　難波佐知子（落合垂水）�

■第��回国民体育大会水泳競技大会

　�/�～��　山口県

　■標準記録突破により出場  写真左から：少年女子���ｍ

自由形、���ｍリレー

小寺佐代子（落合垂

水）、少年女子����

ｍメドレーリレー　

石原麻裕（赤野）

■第��回全国選抜ゲートボール大会　�/��～��　岩手県

■同大会岡山県予

選　�/�　高梁市

優勝

�落合西原チーム

■第��回厳誠流空手道厳誠塾全国大会

　��/��　東京都

　■第��回厳誠流空手道厳誠塾中国大会

　�/��　高梁市　組手小学生高学年の部

　�位　 　　　 三浦俊介（下中津井）�

■平成��年度岡山県花き共進会　�/�　真庭市　

　全国農業協同組合連合会岡山県本部運営委員会長賞

　（優秀賞）福富正昭（蒜山上徳山）、岡山県花き生産協会長

賞（奨励賞）法花道夫（蒜山上福田）、中島清一（蒜山上福

田）、宮田光信（岩井谷）、宮田千代美（岩井谷）

 松  尾   莉 杏     ちゃん

まつ お り あん

Ｈ�������� 生まれ（鍋屋）
◯応  剛明さん（父）

 西  村  陽向      くん

にし むら ひなた

Ｈ�������� 生まれ（下湯原）
◯応  沙織さん（母）

 池  田   祐 里     ちゃん
いけ だ ゆ り

Ｈ������� 生まれ（蒜山富掛田）
◯応  美穂さん（母）

 中  田   貴 一     くん

なか だ き いち

Ｈ������� 生まれ（禾津）
◯応  百合子さん（祖母）

 上 月   カ ン ナ ちゃん
こう づき

Ｈ������� 生まれ（上呰部）
◯応  聖代さん（母）

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
お子さんの写真氏名（ふりがな）生
年月日住所応募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
※◯応 ＝応募者

▼

PN  シ ャイニング竹内

▼

PN  ゆき

▼

PN  ジョナさん

 上を目指して（中国大会や県大会など）

大重　歩  くん
Ｈ�������� 生まれ（下湯原）
◯応  和樹さん（父）

 太  安   志 穂     ちゃん
たい あん し ほ

Ｈ�������� 生まれ（関）
◯応  直人さん（父）

おおちょう　 あゆむ
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　 〒���-����　真庭市美甘����
　 ℡ ����-��-����　ＦＡＸ ����-��-����
　 開館時間　�：��～��：��　
　 休館日　年末年始

今月のおすすめの本
や
っ
た
！
サ
イ
ン
も
ら
え
た
よ

山
田
紗
栄
さ
ん（
久
世
）

谷
口
穂
乃
花
さ
ん（
組
）

　

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
に
通
っ

て
、
水
泳
を
習
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
一
流
の
選
手
の
泳
ぎ
を
見

て
、す
ご
い
！
か
っ
こ
い
い
な
あ
、

こ
れ
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
泳

ぎ
な
ん
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
改

め
て
、
基
本
的
な
練
習
が
す
ご
く

大
事
な
ん
だ
と
学
び
ま
し
た
。
な

ん
だ
か
、
今
日
か
ら
早
く
泳
げ
る

気
が
し
て
き
ま
し
た
。

を
磨
い
て
、
来
年
も
こ
の
イ
ベ
ン

ト
で
作
品
を
披
露
し
た
い
で
す
。

大
学
病
院
の
木
浦
勝
行
医
師
の
実

家
が
近
所
で
知
り
合
い
だ
っ
た
の

で
、
ぜ
ひ
話
を
聞
い
て
み
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
最
新

の
が
ん
治
療
や
そ
の
患
者
へ
の
緩

和
ケ
ア
の
情
報
な
ど
、
普
段
は
聞

く
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
的
な
内

容
を
短
時
間
で
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
も
ら
い
、
非
常
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
健
康
の
こ
と
を
考

え
、
�
年
前
に
タ
バ
コ
を
や
め
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
講
話
を
聞

い
て
、
禁
煙
し
て
良
か
っ
た
と
再

確
認
を
し
ま
し
た
。

童謡「赤とんぼ」では、どうし
て赤とんぼは竿の先にとまるの
か？唱歌「ちょうちょう」では、
どうして“菜の花”ではなく
“菜の葉”にとまるのか？歌詞が
いいかげんなのではないこと
を、科学の目と子どもの心で優
しく解説。

おサルさんは真っ赤なおし
り。シマウマさんはしましま
おしり。クマさんはまんまる
おしり…。動物たちのおしり
はそれぞれ形も模様も違いま
す。野生動物たちの不思議に、
おしりから迫る写真絵本。

来
年
も
ま
た
工
芸
祭
に
！

　
　
　

浜
田
三
郎
さ
ん（
下
市
瀬
）

　

落
合
陶
芸
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
か

ら
約
�
年
土
ひ
ね
り
を
続
け
て
い

ま
す
。
毎
年
、
お
ち
あ
い
ま
ち
か

ど
展
覧
会
な
ど
で
作
品
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
真
庭
工
芸
祭

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
初
開

催
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
品
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
や
っ

て
自
分
の
作
品
を
人
に
見
て
い
た

だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
は
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
工
芸
祭
は
�
日

間
で
大
勢
の
お
客
さ
ん
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
腕

「前へ！東日本大震災と戦った
   無名戦士たちの記録」

ゴーグルが曇るため、マスクを
外して原発に放水し続けた自衛
隊員。被災地を目指す救助隊の
ため、遺体と瓦礫で埋まる基幹
道路と格闘し続けた国交省特殊
部隊。警視庁機動隊、ハイパーレ
スキュー隊…。未曾有の危機に命
を賭け対峙した者たちの記録。

「赤とんぼはなぜ竿の先にとまるのか？  
   童謡・唱歌を科学する」
稲垣栄洋／著　東京堂出版

「おしり？」
ふじわらこういち／写真・文
新日本出版社

毎日元気でケンカして、ごはん
食べてます。苦労話、遠くの友
達、反抗期、子離れ…。ますます
冴えるサイバラ節第�弾。中学
生の息子がいよいよ反抗期に突
入しました。『毎日新聞』連載
に書き下ろしを加えて書籍化。

「毎日かあさん８
  いがいが反抗期編」
西原理恵子／著　毎日新聞社

禁
煙
し
て
お
い
て
良
か
っ
た

三
村　

脩
さ
ん（
目
木
）

　

岡
山
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ
で
講

話
を
聞
き
ま
し
た
。き
っ
か
け
は
、

肺
が
ん
の
説
明
を
さ
れ
た
、
岡
山

▼

PN  まるちゃん大好き

▼

PN  えぬ

▼

PN  かっぱろう

麻生  幾／著　新潮社
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川 柳   「 影法師」
月
あ
か
り
母
に
よ
く
似
た
影
法
師　
　
　
　

中
山
春
子　
　
　

本
庄

意
に
そ
わ
ぬ
一
人
歩
き
の
影
法
師　
　
　
　

永
田
行
雄　
　
　

樫
東

愚
痴
不
平
言
わ
ず
ぴ
っ
た
り
影
法
師　
　
　

永
田
寿
道　
　
　

樫
東

懐
か
し
さ
昔
を
偲
ぶ
影
法
師　
　
　
　
　
　

小
谷
三
千
子　
　

別
所

丸
い
月
私
と
犬
と
影
法
師　
　
　
　
　
　
　

す
み
れ　
　
　
　

古
見

刈
り
終
え
た
棚
田
に
長
い
影
法
師　
　
　
　

国
米
き
く
ゑ　
　

久
世

最
後
迄
つ
い
て
来
て
ね
と
影
法
師　
　
　
　

植
田
万
里
子　
　

月
田

元
気
な
日
影
法
師
ち
ゃ
ん
と
つ
い
て
来
る　

狩
谷
博
子　
　
　

社

ど
こ
ま
で
も
つ
い
て
行
く
の
か
影
法
師　
　

西
本
艶
子　
　
　

岩
井
谷

影
法
師
た
ま
に
は
飲
も
う
癒
し
酒　
　
　
　

若
田
万
寿
子　
　

落
合
垂
水

私
の
背
こ
ん
な
に
丸
い
影
法
師　
　
　
　
　

田
中
久
栄　
　
　

久
世

明
日
へ
と
い
た
わ
り
歩
く
影
法
師　
　
　
　

菊
池
千
江
子　
　

本
郷

傷
心
の
湖
面
に
揺
ら
ぐ
影
法
師　
　
　
　
　

武
村
悠
　々
　
　

上
水
田

影
法
師
踏
み
つ
踏
ま
れ
た
日
が
恋
し　
　
　

本
森
定
江　
　
　

種

腰
曲
げ
た
私
が
影
に
つ
い
て
ゆ
く　
　
　
　

松
尾
千
恵
子　
　

月
田

価
値
観
も
好
み
も
一
緒
の
影
法
師　
　
　
　

小
島
よ
し
こ　
　

鍋
屋

影
法
師
踏
ん
ば
る
影
が
笑
っ
て
い
る　
　
　

稲
岡
雅
子　
　
　

上

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��
���
�
�
�

選：久世川柳会　横山とも子さん
��������	
��
�

▼

PN  Ryu

▼

PN  n i ch ij ou☆

た
わ
わ
に
実
り
、黄
金
の
輝
き

　

�
月　

日
、
取
材
先
の
蒜
山
で
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
見

��

事
に
色
づ
い
た
田
ん
ぼ
を
見
つ
け
ま
し
た
。
天
気
が
良
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
青
い
空
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
何
と
も
言

え
ず
、
あ
ぜ
ま
で
下
り
て
、
つ
い
写
真
を
撮
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
年
の
出
来
具
合
は
ど
う
で
す
か
？

今
月
の���

真庭市栄養改善協議会の提供です

五目ちらし寿司

手早く作れて、見た目も華やかです。お
もてなし料理にも向いています。

今月のレシピ
提供は

安東史子 さん
（久世支部）

 材料 （２人分）

��������
　エネルギー���ｋｃａｌ　たんぱく質 ��. �ｇ
　脂質 � . �ｇ  カルシウム ���    食塩   � . �ｇ

�固めのご飯 ���ｇ  �レンコ ン 　　  ��ｇ
�ニンジン　  ��ｇ �サヤインゲン ��ｇ
�ちらし寿司の素  �/�袋
�卵 �個　�サラダ油 小さじ�
　　�砂糖 小さじ�
　　�塩 　少々
�でんぶ　　��ｇ

�
�
�
�

①レンコン・ニンジン・サヤインゲン
は、適宜切ってゆで、ちらし寿司の素
と混ぜる。
②ご飯をボウルに移し、①を混ぜ、ご飯
につやが出るまでうちわであおいで人
肌に冷ます。
③卵を割りほぐして�を混ぜる。フライ
パンに油を熱し、薄焼き卵を作り、細
切りにする。
④②の寿司ごはんを器に盛り、残りの具
を彩りよく散らす。

 作り方
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研鑽に栄誉�

close-up

クローズ�
アップ�

��
年
連
続
入
賞

�
�
�
�
�
��
��
	

岡本悠希岡本悠希 ささ んん（（����））
高屋高屋

　

落
合
在
住
の
岡
本
悠
希
さ
ん
が

福
山
市
で
開
か
れ
た
第　

回
全
国

��

小
・
中
学
校
筝
曲
コ
ン
ク
ー
ル
中

学
生
個
人
の
部
で
金
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

�
歳
の
時
、
母
が
生
田
流
宮
城

社
の
豊
岡
朗
子
師
範
と
知
り
合
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
琴
を
習
い

始
め
ま
し
た
。
小
学
�
年
で
同
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
岡

山
芸
術
文
化
賞
で
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
最
年
少
で
受
賞
。
翌
年
に
は
、

第　

回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し
ま

��
�
�
�
�
邦
楽
の
祭
典
（
平
成　
��

年　

月
開
催
）
に
招
待
さ
れ
演
奏

��
し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
練
習
の

励
み
と
大
き
な
自
信
と
力
に
な
り
、

成
績
を
収
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

「
テ
ン
ポ
が
速
く
、技
術
的
に
難

し
い
曲
が
得
意
。
う
ま
く
弾
け
た

時
の
達
成
感
が
心
地
良
い
で
す
。」

と
話
す
悠
希
さ
ん
。　

　

来
年
か
ら
は
、
全
国
高
校
生
邦

楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
目
標
と
な
り
、

今
後
は
プ
ロ
を
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
琴
の
基
本

と
な
る
古
典
を
勉
強
し
、
同
時
に

三
味
線
の
腕
前
に
も
磨
き
を
か
け

る
こ
と
を
課
題
と
し
て
、
深
み
の

あ
る
演
奏
者
に
な
る
た
め
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。

�自宅で練習する様子

「主な受賞成績」
■第��回全国小・中学生箏曲コンクール
　小学生個人の部　最優秀賞
■第��回全国小・中学生箏曲コンクール
　小学生個人の部　優秀賞
■第��回全国小・中学生箏曲コンクール
　小学生個人の部　銅賞
■第��回全国小・中学生箏曲コンクール
　中学生個人の部　銅賞
■第��回全国小・中学生箏曲コンクール
　中学生個人の部　銀賞 
■第��回全国小・中学生箏曲コンクール
　中学生個人の部　金賞
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■第��回全国都道府県中学生相撲選手権大会　�/�　東京

都

■平成��年度岡山県中学校体育連盟相

撲部強化練習会　�/��　倉敷市

�友金憲哉（蒜山西茅部）

■全日本�人制バレーボールクラブカッ

　プ男子選手権大会　�/��～��　静岡県

　■同大会岡山県予選会　�/��　岡山市

　優勝　　おかやま―沖田恭成（後谷）�

■第��回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会　�/��～

��　東京都　陸上競技の部

■第��回岡山県高等学校定時制通信制

春季陸上競技大会　�/��　倉敷市　男

子砲丸投げ　�位、男子�×���ｍリレー

優勝　高梁市立宇治高校―

�小林大祐（下呰部）

■第��回全国私立高等学校男女バレーボ

　ール選手権大会　�/��～��　東京都

　■同大会中国ブロック�次予選会

　�/��～��　広島県　�位　

　美作高校―　　　松下明日香（田原）�

■平成��年度安来節全国優勝大会　�/��～��　島根県

　師範の部　絃　優勝

　■同大会鳥取地区予選会　�/��　

　鳥取県　　　二若　修（蒜山下福田）�

■平成��年度全国高等学校総合体育大

会・第��回日本高等学校選手権水泳競

技大会　�/��～��　岩手県

　■第��回中国高等学校選手権水泳競技大会　�/��～��　

山口県　����ｍ自由

形 �位 写真左から：

大塚貴裕（関）、

���ｍ背泳ぎ �位　

赤木彩乃（勝山）

■第��回全国中学校相撲選手権大会　�/��～��　兵庫県　

　団体戦

　■第��回岡山県中

学校総合体育大会

兼第��回岡山県中

学校相撲選手権大

会　�/��　真庭市

優勝

　　　蒜山中学校�

■第��回民謡民舞少年少女全国大会民謡民舞日本一決定戦

　�/��～��　東京都　民舞の部

　■地区連合の推薦に

より出場　宮坂流若

組　写真左から：山

中彩花（多田）、森田

大地（富尾）

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

■国産ワインコンクール����　�/��

　～��  山梨県　国内改良等品種・赤

　部門　銅賞「ひるぜん赤」

■第��回ジャパン・ワイン・チャレ

　ンジ����　�/��～��　東京都　銅

　賞「ピオーネ氷結搾汁」、入選「山葡

　萄ロゼ」

　　ひるぜんワイン（蒜山上福田）�

■第��回全日本高等学校女子サッカー

　選手権大会　�/��～��　静岡県

　■同大会中国地域予選会　�/��～��　

　島根県　準優勝　作陽高校―

　　　　　　　　　　左子夏生（久世）�

■第��回全日本打掛花嫁着付コンテスト

　�/��　東京都　優秀賞

　■同中・四国ブロック予選会　�/��　岡山市　優勝

　鈴木由美（山田）�

■第��回和装トータル

　コンテスト決勝大会

　�/��　東京都　

　■同中・四国ブロック

　予選会

　�/��　岡山市　�位　　　　　　　　▲湯浅直美（下方）

■第��回全国小・中学生箏曲コンクール　�/��　広島県　

　中学生の部　金賞　岡本悠希（高屋）

■第��回全国高等学　校総合文化祭　�/�～�　福島県　　

日本音楽部門

■第��回岡山県高

等学校総合文化祭

���/�/�　岡山市

日本音楽部門　最

優秀賞　

�真庭高校箏曲部

■同文化祭　�/�～�　福島県　美術・工芸部門

　■岡山県高等学校芸術文化連盟の推薦

　により出場　　　　宮川育子（古見）�

■第��回全国高等学校陸上競技対校選手

権大会　�/�～�

岩手県　

�×���ｍリレー

■同大会中国地区予選会　�/��～��

山口県　�位　美作高校―　　　　　 

�永田沙紀（久世）

■第��回全国高等学校野球選手権大会

　�/�～��　兵庫県　ベスト�

　■同大会岡山県大会　�/��～��　

　優勝　関西高校―　　妹島正明（中）�

�����������

中山  毅  さん（上中津井）

平成元年に北房町議会議員に

当選以来��年間、豊富な知識

と行動力をもって円滑な議会

運営に尽力し、議長などを歴

任。自身の経験を活かし、自

立した農業経営の実現を図る

など、地域産業の発展に貢献

されました。

故人に �����
●旭日単光章
　福島大治さん（樫西） ��歳
　元久世町議（平成��年�月��日逝去）



　

真
庭
工
芸
祭
が
�
月　

〜　

日
の
�
日
間
、
勝

��

��

山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
国

民
文
化
祭
美
術
展
の
盛
り
上
が
り
を
受
け
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
、
初
回
と
な
る
こ
の
工
芸
祭
に
は　

人
��

�
�
�
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。会
場
に
は
、

伝
統
的
な
陶
芸
や
木
工
芸
の
ほ
か
に
、
押
花
絵
や
空

き
缶
ア
ー
ト
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
作
品
が

所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。訪
れ
た
人
た
ち
は
、

作
品
を
一
つ
一
つ
手
に
と
っ
て
は
、
繊
細
な
技
術

や
奇
抜
な
発
想
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

空き缶を使ったユニークな創作アートに驚く来場者

地元作家たちの力作ずらり地元作家たちの力作ずら り
　　  第第��回真庭工芸祭回真庭工芸祭

写真上：市内各地で河川の増水や堤防の崩壊
などが多数発生　右：砂湯に流れ込んだ土砂
や石を手作業や重機で取り除く地元住民ら

大
型
台
風
爪
あ
と
残
す

大
型
台
風
爪
あ
と
残
す

　

�
月
�
日
か
ら
�
日
未
明
に
か
け
て
日

本
列
島
を
縦
断
し
た
台
風　

号
は
、
市
内

��

の
各
地
域
で
道
路
の
寸
断
、
浸
水
な
ど
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
�
日
午
後
の

降
り
始
め
か
ら
�
日
夕
方
ま
で
の　

時
間

��

の
降
水
量
は
、
蒜
山
上
長
田
で
�
�
�
㍉

を
記
録
し
、
湯
原
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
増

え
た
こ
と
か
ら
、洪
水
調
整
の
た
め
放
流
。

ダ
ム
直
下
の
旭
川
河
川
敷
に
あ
る
露
天
風

呂
・
砂
湯
は
水
没
し
、
脱
衣
所
な
ど
を
流

失
し
ま
し
た
。
草
加
部
地
区
な
ど
市
内
各

地
で
は
、　

世
帯
�
�
�
人
が
自
主
避
難

��

を
し
た
り
、
国
･
県
道
で
は
、
土
砂
崩
れ

や
倒
木
、
冠
水
な
ど
が
発
生
し
た
こ
と
に

よ
る
交
通
規
制
が
行
わ
れ
た
り
し
て
、
市

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
全
域
で
復
旧
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

岡
山
県
下
最
大
の
商
談
イ
ベ
ン
ト
、
第

�
回
し
ん
き
ん
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
が

�
月　

日
に
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
岡
山
で
開
か

��

れ
、
真
庭
地
域
の
企
業　

社
が
参
加
し
ま

��

し
た
。
真
庭
市
産
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
働
き
か
け
で
「
真
庭
地
域
出
展
企
業
コ

ー
ナ
ー
」
を
設
置
。
そ
こ
に
参
加
企
業
を

募
っ
た
も
の
で
、
同
交
流
会
で
企
業
と
同

時
に
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
試
み
は
真
庭

市
が
初
。
約
�
�
�
社
が
参
加
し
た
大
商

談
会
で
、
企
業
の
製
品
や
技
術
、
そ
し
て

真
庭
の
地
域
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

真庭地域の企業が出展した特設コーナー

真
庭
地
域
の
企
業
力
を
発
信

し
ん
き
ん
合
同
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会

　

最
新
の
が
ん
治
療
や
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

て
紹
介
す
る
、
岡
山
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
フ
ェ

（
岡
山
大
学
病
院
主
催
）が
�
月　

日
に
久

��

世
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
や
岡

山
大
学
病
院
の
医
師
ら　

人
が
、胃
が
ん
、

��

大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
鎮
痛
に

使
う
医
療
用
麻
薬
な
ど
を
テ
ー
マ
に
各
自

　

分
以
内
で
講
話
。
会
場
に
は
�
�
�
人

��以
上
の
人
が
詰
め
か
け
熱
心
に
聴
き
入
り

ま
し
た
。
ま
た
、相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、

参
加
者
が
真
剣
な
表
情
で
医
師
ら
か
ら
助

言
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

最新のがん治療法や緩和ケアの話に聞き入る聴講者

早
い
段
階
で
も
が
ん
緩
和
ケ
ア

岡
山
メ
デ
ィ
カ
ル
・
カ
フ
ェ

　　真庭の魅力を世界へ発信
Ｗｈｙ Ｎｏｔ ! ? �� プロジェ
クトの第�弾ツアーが、
真庭市を訪れました。日
本在住外国人が日本各地
での思い出をブログなど
に掲載し、魅力や安全性
を世界に発信する企画。
山乗渓谷、備中鐘乳穴な
どを巡りました。

　　軽妙な語りとしぐさで笑いを誘う
砂湯を会場に「湯気夢里

（ゆけむり）寄席」が開
かれました。真庭商工会
湯原エリア青年部が毎年
行っているもので今回が
��回目。関西大学と京都
大学の学生らの軽妙な語
り口で会場は笑いに包ま
れました。

　　郷土愛と愛校心を養う
のれん設置式が勝山小で
行われました。町並み保
存地区のシンボルである
のれんの作成を、小学校
が地元の染織家に依頼。
カラフルな丸で子どもた
ちを、背景に見守る遊具
のザウルス君と青い空を
表現しました。

　　穏やかなことが長寿の秘訣
藤田松野さん（西河内）
が、百歳を迎えられ、入
所中の施設で、親族や入
所者らとにぎやかにお祝
いの会を開催しました。
若い頃から穏やかな性格
で、猫が好きな藤田さん。
何でも食べ、元気に百歳
を迎えました。

　　季節感あふれた飾りで心豊か に
リサイクルプラザ手芸教
室が、リサイクルプラザ
まにわで開催され、��名
が参加しました。今回の
教室では、十五夜にちな
んで、お月見のタペスト
リーに挑戦。参加者は思
い思いのペースで仕上げ
ていきました。

����

����

����

���

����
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

昨
年
の
秋
、
初
め
て
櫃
ヶ
山
に
登
り

ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く

れ
た
の
が
、
ほ
っ
と
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

で
し
た
。
そ
の
時
取
材
さ
せ
て
も
ら
っ

た
地
元
の
小
学
生
は
「
来
年
も
み
ん
な

で
登
る
ん
だ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
台
風　

号
の
大
水

��

で
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
流
失
し
、
イ
ベ

ン
ト
は
中
止
が
決
定
。
と
て
も
残
念
に

思
い
ま
す
。
天
災
が
地
域
の
楽
し
み
を

奪
わ
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

福
島

　

真
庭
工
芸
祭
で
空
き
缶
を
擬
人
化
し

た
作
品
を
発
見
。
潰
れ
た
胴
体
に
手
足

を
生
や
し
た
姿
は
と
て
も
か
わ
い
ら
し

く
愛
着
を
感
じ
ま
し
た
。小
学
生
の
頃
、

学
校
帰
り
に
空
き
缶
を
蹴
っ
て
い
た
の

を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
昔
の
缶
は

�
�
� 
㏄ 
の
ス
リ
ム
な
ス
チ
ー
ル
製
。

そ
れ
が
中
学
生
に
な
れ
ば
中
に
砂
を
入

れ
て
ダ
ン
ベ
ル
代
わ
り
に
。
時
代
と
形

が
変
わ
っ
て
も
活
躍
の
場
は
そ
れ
ぞ
れ

あ
る
よ
う
で
す
。 

　

江
崎

　

操
法
訓
練
を
始
め
て
約
�
年
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
は
過
ぎ
、
今
月　

日
、

��

夢
の
大
舞
台
「
第　

回
全
国
女
性
消
防

��

操
法
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。
一
直
線

に
突
っ
走
り
、
家
族
と
指
導
者
と
周
囲

の
人
の
励
ま
し
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
き
ま
し
た
。
目
標
は
全
国
制

覇
で
す
が
、
一
生
に
一
度
し
か
挑
戦
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
大
会
を
思
い
き
り

楽
し
ん
で
こ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

結
果
は
来
月
号
を
お
楽
し
み
に
。 

長
須

ラジオ番組「飛び出せ！  真  庭  人 」  ��月の放送予定　 〈毎週水曜日�����から���ラジオ（��������）で放送中〉
ま にわ びと

出演者名内容放送日

ひるぜんワイン�　杉村礼美さん今年の山ぶどうの収穫と新商品のPR、ツアーの紹介��/�

北房コスモスまつり実行委員会　石田明義さん北房コスモスまつりの紹介��/��

�真庭観光連盟事務局長　中村政三さん勝山祭りと久世祭りの紹介とバスツアーの ����/��

落合菊花愛好会会長　森　安晴さん第��回  真庭市「落合大菊花展」の紹介��/��

中国自動車道�

岡山自動車道�

湯原IC

蒜山IC

落合IC

北房IC

米子自動車道�

久世IC

「コス モスの里」 ほくぼう
北房地区は長年コスモスによるまちおこしを行っ

てきました。��月を「コスモス月間」としており、

地区一帯でコスモスを見ることができます

コスモス広場（上水田）
北房 ���すぐ、コスモスの里特産品ふれあいセン
ター裏に約ター裏に約��㌶のコスモス畑が広がる。 ㌶ のコスモス畑が広がる。����月月 ����
日日��には北房コスモスまつりが開かれるには北房コスモスまつりが開かれる

コスモス街道
北房 ���から市役所北房
支局までの備中川沿い約
� ㌔ に渡り街道が整備さ
れ、その両脇を延々とコ
スモスが彩る

ひるぜんジャージーランド
（蒜山中福田）
蒜山三座を背にした広大な放
牧地の一角に、約��万本のコ
スモスが咲き誇る

上野こうげ
真庭市樫西と樫東にまた
がる約� ㌶ の丘の斜面を
コスモスが埋め尽くす。
��月にはコスモスまつり
も開かれます

北房コスモスまつりで待ってるぜ！北房コスモスまつりで待ってるぜ！
（コスモスレンジャーとガイチューダー軍団）（コスモスレンジャーとガイチューダー軍団）

市
内
各
所
が
コ
ス
モ
ス
で
彩
ら
れ
る

市
内
各
所
が
コ
ス
モ
ス
で
彩
ら
れ
る　

月
。
月
。

����

今
月
は
真
庭
の
コ
ス
モ
ス
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
は
真
庭
の
コ
ス
モ
ス
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

写真写真 : :一面ピンクに染まる「コスモス広場」 一面ピンクに染まる「コスモス広場」
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